
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た

ら
ど
う
で
す
か
。

村
長　

貴
重
な
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
各
自
治
体
と
も
ふ
る
さ
と

納
税
を
確
保
し
よ
う
と
目
を
大

き
く
し
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
村
で
も
去
年
77
万
円
の
納

税
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
程
の
、
地
域
に
50
％
落
と
せ

れ
ば
活
性
化
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
あ
り

ま
す
が
、
議
案
が
通
り
ま
し
た

ら
そ
う
い
っ
た
も
の
も
全
部
精

査
し
て
い
く
考
え
で
す
。

コ
ミ
セ
ン
改
修
工
事
で

す
が
、
当
初
の
計
画
で

は
行
政
区
に
２
千
万
円
、
そ
れ

と
戸
数
に
応
じ
５
万
円
で
、
足

り
な
い
部
分
は
地
元
負
担
で
し

た
。
増
額
理
由
は
、
今
回
か
ら

何
か
変
わ
っ
た
の
で
す
か
。

村
長　

今
回
よ
り
、
シ

ス
テ
ム
や
資
材
の
高
騰

コ
ミ
セ
ン
改
修
事
業

の
地
元
負
担
は

な
ど
、
見
積
で
も
地
元
の
負
担

が
増
え
て
し
ま
い
、
一
律
改
修

が
済
む
ま
で
村
が
負
担
す
る
と

い
う
中
で
、
今
回
戸
数
掛
け
る

７
万
円
と
い
う
事
で
す
。

基
準
の
見
直
し
に
よ
り

改
修
が
済
ん
だ
区
と
比

べ
て
、
不
公
平
な
の
で
は
な
い

で
す
か
。村

長　

工
事
負
担
に
は

限
度
額
が
あ
り
、
そ
れ

を
超
え
た
も
の
は
地
元
負

担
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

隣
保
館
で
太
陽
光

発
電
を
や
る
と
い

う
事
で
屋
根
に
設
置
す
る

の
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長

現
在
の
構
造
で
屋

根
に
載
せ
て
耐
え
ら
れ
る

か
精
査
を
し
、
ダ
メ
で
し

た
ら
地
上
設
置
も
視
野
に

入
れ
、
今
後
、
見
極
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
万
が
一
、
地
上
設
置
に
な

っ
た
場
合
は
、
楽
集
セ
ン
タ
ー

南
の
駐
車
場
で
一
番
東
側
の
植

栽
コ
ー
ナ
ー
の
隅
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

村
長　

想
定
外
の
雪
な
ど
で
荷

重
に
耐
え
ら
れ
な
い
心
配
が
あ

り
ま
す
。
管
理
も
楽
な
の
で
地

上
の
設
置
の
方
が
心
配
な
い
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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歳入は決算に伴う繰越金の確定によるもの。
歳出は繰越金の確定による国民健康保険基金積み立ての増額、25年度補助事業の確定による国・県からの補助金の償還金等。

歳入は後期高齢者広域連合からの市町村負担金過年度の精算による一般会計繰入金の減額。
歳出は保険料過誤納還付による増額と、それに伴う後期広域連合への納付金の減額。

歳入は決算に伴う繰越金の確定によるもの。
歳出は介護給付費準備基金への積み立て、国・県支出金償還。

歳入は、機械器具購入等により繰入れるもの。歳出は高圧洗浄機の更新等。

歳入歳出決算において繰越金が確定し、繰越金を基金に積み立てるもの。

会 計 名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

学校給食事業特別会計

自然エネルギー発電事業特別会計

補 正 額 補正後の予算額 審議結果

平成26年度 特別会計補正予算平成26年度  特別会計補正予算

 １億８６２３万８千円 １８億３９９３万８千円 全員賛成

 ０円 １億    ５０４万７千円 全員賛成

 　２３４９万７千円 １１億１７１５万９千円 全員賛成

 ７９万５千円 １億４９８０万２千円 全員賛成

 １２８万８千円 ３５２９万９千円 全員賛成

補
正
予
算
一
般
会
計
１
億
７
０
８
０
万
円
の
使
い
道
は

（
賛
成
11
人 

棄
権
１
人
）

新
ふ
る
さ
と
納
税

の
内
容
は

地
域
創
世
ふ
る
さ
と

応
援
事
業
で
報
償
品

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
説
明
を

し
て
も
ら
え
な
い
で
す
か
。

総
務
課
長　

自
治
体
に

寄
付
を
し
て
い
た
だ
く

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
ネ
ッ
ト
上
に
入
れ

て
新
た
な
制
度
を
作
る
と
い
う

事
で
、
今
回
の
補
正
で
は
寄
付

金
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
、

そ
れ
に
対
し
て
お
礼
品
で

１
０
０
万
円
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
ネ
ッ
ト
上
や
雑
誌

に
は
、
ど
こ
に
寄
付
を

す
る
と
ど
の
よ
う
な
特
典
が
あ

る
の
か
な
ど
が
特
集
さ
れ
て
お

り
、
比
較
も
で
き
ま
す
。
中
之

条
町
や
草
津
町
で
は
、
寄
付
の

約
半
額
を
町
で
使
え
る
金
券
と

し
て
返
し
て
お
り
、
町
に
来
て

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で

す
。
村
に
も
ゴ
ル
フ
場
や
飲
食

店
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
来
て
い
た
だ
き
使
っ
て
も

問問

問

問問

答

答

答答

答

楽
集
セ
ン
タ
ー

に
太
陽
光
発
電



引
な
幼
保
一
体
化
で
あ
り
、
現

場
を
知
ら
な
い
人
が
作
成
し
た

机
上
の
空
論
と
し
か
思
え
ず
、

本
条
例
に
反
対
で
す
。

賛
成
討
論　

南　

千
晴
議
員

　

村
で
は
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
を
設
置
し
、
支
援
計
画
を
作

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
様
々
な

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育

を
計
画
的
に
整
備
し
、
実
施
し

て
い
く
に
は
必
要
な
条
例
で
す

の
で
賛
成
し
ま
す
。

７

しんとうむら
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法
律
の
一
部
改
正
の
施
行
に

伴
い
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
た
条
例
で
す
。

「
利
用
乳
幼
児
の
保
育

に
従
事
す
る
職
員
は
健

全
な
心
身
を
有
し
、
豊
か
な
人

間
性
と
倫
理
観
を
備
え
、
児
童

福
祉
事
業
に
熱
意
の
あ
る
者

で
、
で
き
る
限
り
訓
練
を
受
け

た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
あ
る
が
、
だ
れ
が
ど
の
よ
う

に
判
断
す
る
の
で
す
か
。

子
育
て
長
寿
支
援
課
長

必
要
な
研
修
の
終
了
が

条
件
で
、
内
容
は
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

反
対
討
論　

早
坂　

通
議
員

　

待
機
児
童
対
策
は
必
要
だ

が
、
単
に
乳
幼
児
を
預
か
る
場

所
を
作
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
面
も
ソ
フ

ト
面
も
最
適
な
環
境
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
本
条
例
は
劣

悪
な
環
境
で
保
育
が
行
わ
れ
る

　

車
全
般
に
わ
た
る
税
金
の
見
直
し
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
を
1.5
倍
に
引
き
上
げ
、

４
輪
の
貨
物
や
営
業
車
輌
に
つ
い
て
は
1.25

倍
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

条
例
改
正

問答

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論　

南　

千
晴
議
員

　

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
制
定
に
よ
り
、
消
費
税
の

増
税
分
の
約
７
千
億
円
が
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
充
て
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、

国
、
県
及
び
市
町
村
で
そ
れ
ら

の
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
条
例
に
あ
る
障

害
・
疾
病
な
ど
個
別
の
ケ
ア
が

必
要
な
場
合
の
居
宅
訪
問
型
保

育
も
今
後
、
本
村
で
も
ニ
ー
ズ

が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま

た
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
で
も

今
後
、
要
綱
や
規
則
を
し
っ
か

り
定
め
た
上
で
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
適
応
し
た
保
育
環
境
を
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
賛
成

し
ま
す
。

反
対
討
論　

栁
田
キ
ミ
子
議
員

　

村
外
か
ら
の
参
入
者
な
ど
の

受
け
入
れ
る
形
に
な
る
懸
念

と
、
消
費
税
の
増
税
分
を
充
て

る
と
い
う
事
で
国
民
に
負
担
を

負
わ
せ
た
中
か
ら
こ
の
事
業
を

行
う
と
い
う
事
で
反
対
で
す
。

陳 情

件　　　名 提　出　者 審査結果

日本共産党群馬県委員会
　　　　　　委員長　小菅　啓司
日本共産党北毛地区委員会
　　　　　　委員長　川田　敏彦

「オスプレイに関する決議」に抗議し、
 撤回を求める要請書 ※審議未了

※審議未了とは　付議された事件が会期中に議了せず、継続審査の決定もなされないまま会期を終えるに至った場合のこと。

H27年４月以降の新車

乗用・自家用

乗用・営業用

貨物用・自家用

貨物用・営業用

三輪

区　分 現 行 改 正
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

原付及び二輪

50cc以下

50cc超90cc以下

90cc超125cc以下

ミニカー

排気量 現 行 改 正

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
町
村
は
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
の
設
備
及
び
運
営
に
つ

い
て
条
例
で
基
準
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
本
村
の
基
準
を
定

め
た
条
例
で
す
。

　

法
改
正
に
伴
い
、
施
設
の
基

準
や
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
た
条
例
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
保
育
所
保
育
指

針
と
幼
稚
園
教
育
要
領
を
使
っ

て
教
育
・
保
育
に
あ
た
る
の
で

す
か
。

教
育
長　

乳
幼
児
期
の

教
育
は
、
そ
の
後
の
人

生
を
つ
く
る
大
き
な
基
盤
で

す
。
両
方
を
読
み
内
容
的
に
は

ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ま
す
。

反
対
討
論　

早
坂　

通
議
員

　

要
領
に
は
整
合
性
に
欠
け
強

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

（
賛
成
10
人
反
対
２
人
）

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
賛
成
10
人
反
対
２
人
）

税
条
例
の
一
部
を
改
正

（
賛
成
11
人
反
対
１
人
）

条
例
制
定

条
例
制
定
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
し
て
新
し
い
条
例
が
で
き
ま
し
た

軽
自
動
車
税
が
変
更
に
な
り
ま
す

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例　
（
全
員
賛
成
）

問答


